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１ 重要事項 

 

【研究】 

（１）「中小企業における技術の深化と探索と新規事業創造―蔵前産業 Explo事業部を事

例として―」『戦略研究３０』（招待論文）を執筆した。 

（２）科学研究費基盤研究（B）課題番号 18H00883「地方企業の国際ビジネスのパラダ

イムシフトに関する多角化研究」（分担）の研究を進めてきた。 

（３）科学研究費基盤研究（B）課題番号 19H01529「ボーングローバル企業の新規事業

創造と持続的競争優位性の解明」（分担）にて、調査、研究を進めてきた。 

 

【教育】 

（１）演習１、基礎演習それぞれで、他大学ゼミと研究発表会をオンラインにて実施し

た。 

（２）コロナ禍により海外フィールドワークが実施困難であったため、ゼミ生への学習

機会の提供の目的で、外国在住の方へのオンライン・インタビューを実施した（フ

ランス、イギリス、タイ等）。 

 

【その他】 

（１）新潟県生産性本部会報『NPC NEWS 明日に向かって』に「魅力ある、力ある企業

は身近にある！」を執筆した。 

（２）『世界経済評論 IMPACT』に「中小企業に惹きつけられる」を執筆した。 

 

 

２ その他の事項 

 

（１）JA 栃木中央会における「JA 中核人材育成研修会」、JA 群馬中央会における「JA

戦略型中核人材育成研修会」講師 

（２）国際ビジネス研究学会 広報委員会 幹事 および 総務・財務委員会 幹事 

（３）戦略研究学会 企画委員会 副委員長 および 書評小委員会 副委員長 

（４）パーソナルファイナンス学会 監事 

 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 

 これまで行ってきた中堅・中小企業の国際化の調査研究を継続し、進展させる。国

際化を通じた成長戦略を企図する中小製造企業と海外展開を伴わない中小製造企業の

競争優位を解明するために、コロナ禍にあって滞ってきた聞き取り調査を積極的に実

施することにしている。それを踏まえて、中小製造企業の国際化を含めた成長戦略と

ストラテジック・インテントの関係性を検討する。 

 

 

 


